
 令和８年度 調布市立第七中学校 学校経営計画 （学校長 山田 勝）                                           

学校の教育目標 

校訓 「自尊・立志・感動」 ～徳・知・体の調和のとれた生徒の育成～ 

〇自尊 ｢徳｣ 自分を大切にし、思いやりの心を持つ生徒    

〇立志 ｢知｣ 夢や希望を持ち、絶えず学び続ける生徒  

〇感動 ｢体｣ 心と体を鍛え、爽やかな感動を生む生徒 

目指す学校像（ビジョン） 例） 学校像，教員像，児童・生徒像 

【目指す学校像】 

  生徒一人一人に居場所があり、安心・安全で自分の力を伸ばせる学校 

【目指す生徒像】                     【目指す職員像】 

  〇自尊 自分を大切にし、思いやりの心を持つ生徒      ○愛情と理性を持って、生徒に本気で関わる職員 

  〇立志 夢や目標を持ち、絶えず学び続ける生徒       ○健康で自己の強みを理解し、生かすことのできる職員 

  〇感動 心と体を鍛え、爽やかな感動を生む生徒       ○指導の目的を共有し組織力の向上に努める職員 

ビジョンの設定理由 

（本校の現状と課題） 

〇現状：生徒は意欲的に学習に取り組み、落ち着いて学校生活を送っている。地域住民はわが街の学校ととらえ支持

してくれているが、一部自信をもって子育てできていない家庭が出てきている。 

〇課題：義務教育を託されている公立学校の責務を果たす。地域学校協働本部を核とした地域協働による校内外の教

育環境の改善・充実を図る。校内運営組織の改善を図る。 

中期的な経営目標 

１ 「豊かな心」の育成：人権意識の醸成、トラブルを学びに変える指導の充実、「聴きあえる集団づくり」 

２ 「確かな学力」の育成：「主体的・対話的で深い学び」の実践による３つの資質の向上 

３ 「健やかな体」の育成：体を鍛えることを通し健やかな精神の涵養できる場面の充実 

４ 「心の居場所作り」の推進：安心安全に学校生活を送ることができる環境と居場所の担保を前提とした生徒間の絆づくりの環境の提供 

５ 保護者・地域との連携推進：地域学校協働本部による教育活動の活性化、地域協働による校内外の教育環境の改善・充実 

６ 「はしうち教室」での教育実践の推進：新たな学びの場の提供、社会的な自立を目指した教育活動の実施 

人・組 「チーム七中」、職場環境づくり「働き方改革の推進」、保護者・地域・関係機関との連携 

 

調布市立学校における共通した領域 ＜短期的な経営目標＞ 

１        豊かな心（徳） ２       確かな学力（知） ３      健やかな体（体） 

(1) 取組目標（具体的方策） (1) 取組目標（具体的方策） (1) 取組目標（具体的方策） 

①生徒に寄り添いトラブルを学びに変える指導の充実 ①朝トーク・アウトプットを通した確かな学力の定着 ①健やかな精神の涵養できる場面の充実  

②話を聴く、聴きあえる人間関係の構築 ②できる喜び伸びる喜び集う喜びを実感できる授業づくり  ②行事等の取組を通した豊かな人間関係の構築 

(2) 成果目標（数値目標） (2) 成果目標（数値目標） (2) 成果目標（数値目標） 

⚫ ①｢思いやりの心を持って人と接している｣９０％ ①｢意欲的に学習に取り組んでいる｣８５％  ①｢充実した学校生活を送れている｣８５％  

②｢聴きあえる集団づくりができている｣85％ ②｢できる喜びを実感できている｣９０％ ②｢行事等に積極的に参加している｣９０％ 

学校の特色を生かした領域 ＜短期的な経営目標＞ 

４    「心の居場所作り」の推進         ５    保護者・地域との連携推進 ６ 「はしうち教室」での教育実践の推進      

(1) 取組目標（具体的方策） (1) 取組目標（具体的方策） (1) 取組目標（具体的方策） 

①安心して成長に向かえる関係・環境づくり ①地域材を活用した取組の充実 ①社会的な自立を目指した教育活動の実施  

②生徒の不安感を把握し解消のための個別支援の充実 ②地域との協働を進め関りを深める ②本校との共通実践・人的資源の共有・活用の推進 

(2) 成果目標（数値目標） (2) 成果目標（数値目標） (2) 成果目標（数値目標） 

①｢生き方についての考えを深めている｣９０％  ①地域材を活用した自習教室年間 25 回開催  ①｢他者と関わることで成長が実感できている｣７０％ 

②｢多様性への対応が十分にできている｣８０％ ②地域での活動の場を２以上増やす ②個々の生徒のニーズに応じた指導 

 

人材育成・組織運営 

「チーム七中」        ：組織の中で共通認識を持ち、全員が同じ指導をする。生徒が主体的に前向きに改善しようという意欲を持

てる指導をする。学年・分掌内での情報共有、主任・管理職への報告・相談。教育公務員としての自覚と

責任感を常に意識し七中の教職員として誇りを持って職務にあたる。危機管理・対応を的確迅速にする。

地域・保護者の教育ニーズに応えるとともに、説明責任を果たす。 

職場環境づくり        ：働き方改革を推進する。教職員相互の理解を図り、働きやすい職場環境を整える。 

保護者・地域・関係機関との連携：コミュニティスクールを柱とし、地域学校協働本部の取組を充実し地域とともにある学校づくりを進める。 

地域学校協働本部の意欲的な取り組みを奨励し、地域協働の学校づくりを実現する。特色ある教育活動の

実践・発信や適時適格な課題への対応を通して、保護者・地域との確固たる信頼関係を構築する。PTA、

子ども家庭支援センター「すこやか」及び教育委員会等との連携強化に努め、生徒や地域の課題解決に努め

る。近隣小学校等との協働的な実践により教育活動の質的充実を図る。 

様式１ 



 


